
H30．５．7地安課説明

防災行政機関編

状　　　況 宗像市 宗像警察署 県土整備事務所宗像支所 宗像地区消防本部 宗像市消防団

（配置）
・地域安全課職員（2人）～市役所
　→　市災害対策本部の設置

（配置）
・パトカー～　1台（　1人）

（配置）
・道路パトロール車～　1台（　　人）

（配置）
・消防車～　1台（  3人）

（配置）
・消防車～　台（  　人）
・駐車場誘導員(　　人）

（避難所等へ配置）　→　住民編参照
・指定避難所担当職員（4人）
・コミニュティ課職員（2人）
・地域安全課職員（8人）

パネル展示の展示物

（服装）
・防災服（帽子）、作業服（ビブス着用）

想定

・災害対策本部の設置
・情報収集、避難勧告等の伝達
・避難所の開設、運営
・防災備蓄品の取り扱い訓練の指導

・交通規制、住民の安全誘導
・現場パトロール

・現場パトロール ・現場広報
・ミニ講座

・現場広報、住民の避難誘導
・駐車場の誘導
(玄海コミセン、牟田尻公民館（予備）、

8:30
・大雨警報発令中

・降り始めからの総雨量～宗像市200㎜
・今後、200㎜を超える雨量が予想されている
・玄海地区では小規模の崖崩れが発生している。
・消防署、消防団車両による広報開始

・8時30分までに配置完了 ０８：５０　配置完了 ０８：５０　配置完了 ０８：３０　事前広報開始 ０８：３０　事前広報開始
・駐車場(玄海コミセングランド）表示

9:00
市庁舎
・災害対策本部の設置(仮想であり実員は
配置しない。）
・緊急情報伝達システムによる配信

・玄海コミセン入口交通整理員の配置
・現場パトロール開始

現場パトロール開始 ・０９：０５　車両による避難勧告広報開始

9:05 住民避難開始
避難所(玄海コミセン)～住民の受け入れ
・市役所職員の担当割は、住民編を参照

10:00

市長・来賓視察
　　・ミニ防災講座受講
　　・防災備蓄用品の取り扱い訓練開始
　　　　(玄海コミセン）
　　・避難所の一例
　※　(住民は2個班に分けて訓練、講座聴講、見学実
施)

ミニ防災講座(水害避難時に
考慮すべき事項等）
10:00～10:20（1回目）
10:20～10:40(休憩)
10:40～11:00(2回目)

11:30 閉会式（玄海コミセン）

11:40 非常食の試食（避難所で実施）

12:00 訓練終了（解散）

会場、資機材の片付け

11:00
資機材取り扱い訓練・防災ミニ講座・避難所の一例見
学終了
水防訓練・見学～11:30

・０９：０5　車両による避難勧告広報開始
消防車両(　　コ分団)
・交通整理・駐車場誘導員(６人)
　

活　　動　　内　　容

　梅雨前線が九州北部に停滞し、雨が断続的に降り続いている（大雨洪水警報が発令中）。
　更に、低気圧が発達しながら西海上から近づいており、、今後大雨特別警報が発令される可能
性が大とのこと（気象庁発表）。現在、釣川の水位が氾濫危険水位に達し、玄海地区では越水の危
険性が増している。また地区内では内水氾濫が発生し、山間部では、小規模の崖崩れが数か所発
生している。、

状　　　況時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年度宗像市水害対応訓練計画（玄海地区）　～　案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０８：３０
以前 ・各機関は、8時５0分までに出動車両・人員を右のとお

り配置する。（但し、消防本部、消防団の広報及び駐車
場の誘導要員は０８:３０までに配置し任務開始）
・服装は、各機関の活動服とする。

●　訓練日時　　　平成30年6月10日（日）　9時～12時　（雨天決行）
●　訓練場所　　　玄海地区（玄海コミュニティ管轄地域一帯）

詳細事項については、各機関の計画によるものとする。

各参加機関は、現場パトロール及び広報終了後、玄海コミセンへ移動し閉会式に参加する。(コミセン玄関・付近)

閉会式次第

１ 来賓紹介

２ 市長あいさつ

釣川北（消防本部）、釣川南（消防団）担任


